
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

使
っ
た
覚
え
の
な
い
携
帯
電
話

の
有
料
情
報
料
請
求
に
つ
い
て

の
相
談
が
昨
年
か
ら
急
増
し
て

い
ま
す
。
平
成
14
年
度
に
セ
ン

タ
ー
で
受
け
た
契
約
ト
ラ
ブ
ル

や
悪
質
商
法
な
ど
の
相
談
は
二

千
八
百
七
十
四
件
で
し
た
が
、

平
成
15
年
度
は
昨
年

の
12
月
末
時
点
で
三

千
六
百
四
十
六
件
、

こ
の
ま
ま
で
は
３
月

ま
で
に
四
千
五
百
件

を
超
え
そ
う
な
勢
い

で
す
。
こ
れ
は
架
空

請
求
の
増
加
が
主
な

要
因
で
す
。

架
空
請
求
の
特
徴

請
求
の
手
段
は
、「
携
帯
電

話
に
直
接
電
話
が
か
か
る
」

「
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
来
る

（
別
掲
「
携
帯
電
話
で
の
架
空

請
求
例
」
参
照
）」「
自
宅
に
手

紙
が
届
く
（
別
掲
「
は
が
き
・

封
書
で
の
架
空
請
求
例
」
参

照
）」
な
ど
で
す
。

以
前
に
有
料
サ
イ
ト
や
消
費

者
金
融
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
人
に
請
求
が
来
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
過
去
に
そ
の
よ
う

な
も
の
を
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人
に
も
無
差
別
に
送
り
付
け

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

同
窓
会
名
簿
な
ど
か
ら
個
人
情

報
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

被
害
者
は
二
十
〜
四
十
代
の
男

性
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

迷
わ
ず
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を

携
帯
電
話
は
簡
単
に
通
話
や

メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

で
き
る
反
面
、
使
い
方
次
第
で

は
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

情
報
を
探
し
て
画
面
を
展
開
し

て
い
る
中
で
有
料
情
報
画
面
に

ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
い
、
そ
の

こ
と
で
請
求
が
来
た
の
か
と
思

い
込
ん
で
請
求
額
を
振

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
一
度
振
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
お
金
は
、
相

手
が
特
定
で
き
な
い
な
ど
で
戻

っ
て
く
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て
て
振
り
込

む
前
に
、
別
掲
「
事
例
と
対
応

策
」
を
参
考
に
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、

あ
な
た
一
人
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
迷
わ
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
５
８
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発行／柏市　〒277─8505 千葉県柏市柏5丁目10番1号　�(04)7167─1111 �(04)7166─6026 編集／広報広聴課　 発行日／毎月1日・15日

市の人口
332,987人

128,150世帯

（16.1.1現在）

主な内容 ＊ ＊ 

平成14年度のバランスシ
ートと行政コスト計算書
を作成 
 
還付申告の受け付けを開
始／野焼きはやめて／知
ってる？となり町沼南 
 
情報館（講座・講演、催
し、こどもの広場ほか） 
 
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん 

 
Ｐ2 
 
 

Ｐ3  
 

Ｐ4 
～7  
 
 Ｐ8

 
… 
 
 

…  
 
 
… 
 
 
 … 

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

 
 
　前略、当社は債権回収管理局です。このたび、ご
通知いたしましたのは、過去に貴方様にてご利用が
ありました有料サイトのご利用にての未納料金につ
いて運営業者様から当社が債権譲渡を承りましたの
で、大至急当社までご連絡していただけるよう申し
上げます。 
　期限までにご連絡していただけないお客様に関し
ては、お支払いの意思がないものとみなし、裁判所
の許可のもとに担当回収員がご自宅に直接回収に伺
います。尚ご自宅不在の場合、調査を行い会社等へ
伺い給料等の財産差押え手続きを行わせていただき
ます。当社は、有料番組利用記録があるかたのみご
通知していますので必ずご連絡していただけるよう
お願い申し上げます。 
　この通達書は最終通告になります。 
　※近年、債権回収業者を装った悪質な業者による
被害が急増していますので、ご注意ください。 
 
「担当者直通」 
090─＊＊＊＊─＊＊＊＊（携帯電話番号） 
090─＊＊＊＊─＊＊＊＊ 
080─＊＊＊＊─＊＊＊＊ 
最終期限　平成16年○○月○日 
営業時間　平日10：00～15：00○○債権回収（株） 

督促通達書 

■はがき・封書での架空請求例 

土・日曜日の相談はこちらへ 
◎全国消費生活相談員協会�03─3448─1409（午前10時～午後4時） 
◎日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会�03─5729─3711（正午～午後5時） 

消費生活相談 
相談電話　�7164─4100 
毎週月～金曜日の午前9時～午
後4時半 

　架空請求に限らず、「近所で工事をしていて迷惑をかけているので、サービ
スで点検させてください」と言って家の床下に入り込み、床下換気扇や調湿剤
を売りつける悪質な商法（点検商法）も増えています。自分では気を付けてい
るつもりでも、気付かぬうちに
罠（わな）にはまってしまうこ
とも…。ちょっとおかしいなと
思ったら、 1人で悩まず消費生
活センターへご相談ください。 

何か変
だぞ 

と思っ
たら 

そ
ご
う
柏
店
五
階
の
連
絡
通
路
を
渡
り
、

そ
ご
う
ア
ネ
ッ
ク
ス
六
階
か
ら
五
階
へ
降

り
る
か
、
一
階
★
印
か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
五
階
へ
上
が
り
ま
す 

★ 

N

柏駅 

東口 

■消費生活センターの案内図 

そ
ご
う

柏
店 

丸
井
・
フ
ァ

ミ
リ
か
し
わ 

JR常磐線 至松戸 至我孫子 

スカイプラザ 

サ
ン
サ
ン

通
り 消費生活センター

（そごうアネック
ス5階 ） 

身に覚えのない請求が急増中！ 
だ
ま
さ

れな
いで

身に覚えのない請求書が突然、あなたのもとに送られてきた

ら──。市の消費生活センターには架空請求についての相談が

急増しています。そのほとんどが携帯電話の有料アダルトサイ

トや出会い系サイトの情報料の請求です。言葉巧みに正当な債

権者を装い、現金を振り込ませようとします。あなたがいつ被

害者になるかもわかりません。そのようなときには、慌てずに

対処しましょう。

■携帯電話での架空請求例

・利用した覚えのない代金の請求は、無視をする
（もし、支払ってしまったら警察へ） 
・請求業者に連絡をしない（相手方に着信履歴が
残り悪用される場合もある） 
・今以上に個人情報（住所・氏名・電話番号等）
を業者に教えないようにする 
・念のため請求書などの証拠書類は保管しておく 

■事例と対応策 

※「自宅まで回収に行く」「裁判をする」などと
書かれている場合がありますが、今のところそ
のようなことは確認されていません 

事例 1

事例 2

　メールや携帯電話で有料情報を
利用したので○○日までに○○万
円支払えという最終通告書が債権
回収業者名で送られてきた。サイトを利用した覚
えはないんだけど…。 

　はがきで、高額な有料情報料
の督促状が送付され、支払わな
い場合は自宅まで取りに行くと
書いてある。携帯電話やパソコンは持っていない
ので、利用したとは考えられないんだが…。 

　最初は「自分のところにだけ請求書や
督促状が届いているんじゃないか」とい
う不安が、皆さん大きいようです。しかし、電話で話をし

たり、実際に消費生活センタ
ーに来たりして、自分だけで
はないとわかると安心されま
す。近年は特に人の弱みにつ
け込むような悪質な手口が多
く、本当に許せません。 壁一面に張られた請求書 

文化課 �7167─1494・市立砂川美術工芸館 �7164─6413問 

砂川美術工芸館砂川美術工芸館　芹沢7介─着物と帯地─　 
　芹沢C介は、染め物の道を志してから地元・静岡の紺屋から技術を得、さらに沖縄に渡
って那覇の形附屋から紅型（びんがた）を学びました。紅型と伝統的な小紋や中形を合わ
せ持った模様構成は、1枚の型紙に1つの絵のように完結していて、その繰り返しを染める
ことで着尺や帯地の模様に広がっていきます。その模様は多種多様で、厳選された素材に
鮮やかに彩色され、大胆さの中にも美しい調和を見せています。一度は身に付けてみたい
と思わせる着物や帯の品格ある芹沢模様の深い味をお楽しみください。 

と き  
 
 
 
入館料 
 

1月25日�～5月16日�午前9時半～午後5時（入館は午
後4時半まで）※月曜日（月曜日が祝日または振替休日
の場合は翌日）を除く。1月19日�～24日�は展示替え
のため休館 
一般310円、高校・大学生150円、小・中学生100円、障
害者・70歳以上のかたは無料※2月20日�の開館記念日
は無料 鯛泳ぐ文着物 

今年は市制施行50周年 



市
で
は
、
平
成
14
年
度
の

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
「
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
は
一
般

企
業
の
会
計
手
法
を
用
い
た
も

の
で
、
通
常
市
で
作
っ
て
い
る

「
決
算
書
」
と
は
別
の
視
点
か

ら
財
政
状
況
を
把
握
で
き
ま

す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
表
か
ら

見
た
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
全
体
の
財
産
が
見
渡
せ
る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
企

業
な
ど
が
決
算
時
に
作
る
表
の

一
つ
で
、
団
体
が
あ
る
一
時
点

で
持
っ
て
い
る
資
産
や
負
債
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
（
県
や

市
町
村
）
で
作
っ
て
い
る
決
算

書
は
一
年
間
の
収
入
状
況
と
そ

の
使
い
道
を
表
し
た
「
年
度
ご

と
の
決
算
」
で
、
現
金
の
流
れ

だ
け
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
今
ま

で
の
積
み
重
ね
に
よ
り
市
の
財

産
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
資
金
を
ど
の
よ
う

に
生
み
出
し
て
き
た
の
か
と
い

う
内
容
が
分
か
り
ま
す
。

左
側
の
借
方
は
市
が
将
来
に

わ
た
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
持
っ
て
い
る
土
地

・
建
物
な
ど
の
固
定
資
産
や
お

金
の
総
額
を
、
右
側
の
貸
方
は

資
産
の
資
金
源
に
な
っ
た
も
の

を
示
し
ま
す
。
貸
方
は
今
後
支

払
う
も
の
（
負
債
）
と
支
払
い

済
み
の
も
の
（
正
味
資
産
）
に

分
け
て
お
り
、「
資
産
＝
負

債
＋
正
味
資
産
」
と
い
う
形
で

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
末
現
在
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
別
掲
の
と
お
り

で
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
わ

か
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
一
時
点

の
財
政
状
況
を
示
す
の
に
対

し
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
企

業
会
計
で
い
う
損
益
計
算
書
に

当
た
り
ま
す
。
一
定
期
間
（
今

回
は
平
成
14
年
度
）
に
ど
ん
な

目
的
に
ど
ん
な
性
質
の
費
用
が

か
か
っ
た
の
か
を
示
し
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
と
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
か

か
っ
た
費
用
（
現
金
の
支
出
を

伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
等
も
含

む
）
の
う
ち
、
資
産
形
成
に
つ

な
が
る
支
出
を
除
い
た
も
の
で

す
。支
出
の
表
は
縦
が
性
質
を
、

横
が
目
的
を
示
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
は
別
掲
の
と
お
り
で

す
。

1

財
政
課
�
７
１
６
７
│
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１
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広報 平成１６年（２００４年）１月１５日 第１２０９号 �

人にかかるコスト（人件費
など職員に要する経費） 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

市民1人当たり 

物にかかるコスト（維持補
修や減価償却の費用） 

移転支出的なコスト（補助金
等ほかのものに支出する経費） 

その他のコスト（公債費の
利子分・不納欠損額など） 

行政コスト計 

収入計 

一般財源（市税・地方交付
税・その他交付金など） 

国・県支出金（国・県から
の補助金など） 

使用料・手数料等（利用者
等の負担） 

項　　　目 

※普通会計（一般会計と南柏会計の一部・用地会計・北柏会計）を対象に作成 
※その他＝議会費・農林水産業費・商工費・公債費・不納欠損額 
※市民1人当たりは平成15年3月31日現在の住民基本台帳人口（328,028人）で計算 

9億306
万円 

9,582
万円 

3億334
万円 

5億2,935
万円 

8億6,791
万円 

59億7,320
万円 

36億7,288
万円 

その他 
32億6,763

万円 

54億3,086
万円 

10億9,834
万円 

27億3,087
万円 

5億2,318
万円 

65億2,168
万円 

総務費 

─ 

35億3,300
万円 

1億2,551
万円 

7億938 
万円 

7,909 
万円 

43億2,147
万円 

消防費 

─ 

18億8,904
万円 

2,527
万円 

7,641
万円 

57億1,974
万円 

57億1,998
万円 

133億2,876
万円 

土木費 

─ 

24億7,550
万円 

1億6,328
万円 

3億6,929
万円 

48億1,304
万円 

19億6,853
万円 

92億5,707
万円 

衛生費 

─ 

43億8,771
万円 

3億468
万円 

9億9,231
万円 

24億7,779
万円 

128億6,151
万円 

197億2,701
万円 

民生費 

─ 

33億5,840
万円 

3億393
万円 

57億4,535
万円 

4億2,845
万円 

95億3,220
万円 

教育費 

─ 
─ ─ ─ ─ ─ ─ 

支
　
　
　
　
出 

収
　
　
　
　
入 

■平成14年度普通会計行政コスト計算書　 
平成14年度の行政コスト計算書は… 
　平成14年度は普通会計ベースでは、資産
形成に必要なものを除いた収入が708億
3,426万円、行政コストが686億6,139万円と
なりました。この差額は将来の資産形成や
行政活動を行うための資金として残ったも
のになります。 
　行政コストの構成比を性質別に見ると、
物にかかるコストが33.1％、移転支出的な
コストが32.7％、人にかかるコストが28.8
％などとなっています。 
資産では土木費、コストでは民生費が多い 
　行政コスト計算書では、目的別に見ると
民生費が28.7％、土木費が19.4％、教育費
が13.9％などとなっています。バランスシ
ートの有形固定資産では都市基盤整備にか
かる土木費などが大きな割合を占めていま
すが、人的サービスや給付サービスなど資
産形成につながらない経費である行政コス
トで見ると民生費にかかる経費が多いこと
がわかります（別掲「目的別構成比の比較」
参照）。 

198億1,434
万円 

227億2,552
万円 

224億4,865
万円 

36億7,288
万円 

686億6,139
万円 

7億3,657
万円 

38億8,019
万円 

69億3,313
万円 

11,829円 2,245円 3,348円 3,025円 1,126円 233円 927円 925円 
7億8,771

万円 

21,136円 2,401円 16,556円 929円 498円 77円 383円 292円 

182,975円 
708億3,426

万円 

600億2,094
万円 

215,940円 

総　額 

60,405円 9,962円 13,376円 7,547円 5,759円 10,770円 10,238円 2,753円 

69,279円 8,325円 7,553円 14,672円 17,437円 2,163円 17,515円 1,614円 

68,435円 1,595円 39,209円 6,001円 17,437円 241円 1,306円 2,646円 

11,197円 11,197円 

209,316円 19,882円 60,138円 28,220円 40,633円 13,174円 29,059円 18,210円 

 ［資産の部］ 
1有形固定資産（道路・河川等の社会基盤や土地・建物） 
 
�総務関係（市庁舎・車両等）　　    
�民生関係（近隣センター・福祉施設等） 
�衛生関係（清掃工場・介護老人保健施設等）  
�農林水産業関係（あけぼの山農業公園等） 
�商工関係（勤労会館・公設市場等）  
�土木関係（道路・河川・公園・下水道・市営 
　駐車場等）     
�消防関係（消防署・消防救急車両等）  
�教育関係（小中学校・公民館等）  
	病院（市立病院施設等） 

水道（水道管等） 
�土地開発公社 
�都市振興公社 
一部事務組合 
�その他   
2 投資等（外郭団体等への投資、出資金等）  
3 流動資産（現金やそれに近い形の資産）  
4 繰延勘定（支出の効果が数年度に及ぶもの） 

［正味資産の部…支払いが済んでいる額］ 
　1 国庫支出金         
　2 県支出金         
　3 一般財源等  
 

［負債の部…今後支払うべき額］ 

  ■平成14年度連結バランスシート（平成15年3月31日現在） 

5,071億7,904万円 

2,636億2,345万円 

476億936万円 
41億2,995万円 

1,918億1,628万円 

5,071億7,904万円 

 

負債合計 
 

4,535億4,285万円 
1,872億6,662万円） （うち土地 

負 債・正味資産合計 
2,435億5,559万円 正味資産合計 

107億3,457万円 
158億1,902万円 
292億6,777万円 
44億2,093万円 
78億6,109万円 

 
2,209億6,213万円 
51億8,368万円 
779億6,209万円 
43億5,657万円 
340億9,162万円 
337億4,575万円 

1,919万円 
90億8,322万円 
3,522万円 

238億8,862万円 
296億7,950万円 

6,807万円 

2,410億3,497万円 
2,148億6,847万円 
24億4,601万円 
237億2,049万円 
230億3,965万円 
6億8,084万円 
182億5,485万円 

 
43億3,363万円 

） 
） 

※一般会計・特別会計・企業会計・土地開発公社・都市振興公社・一部事務組合を対象に作成 

平成14年度末のバランスシートは… 
　平成14年度末の時点で、一般会計、特別会計、企業会計や外郭
団体も含んだ「連結」ベースで捉えた市全体の資産総額は5,071億
7,904万円になります。主なものでは、道路・河川・公園・下水道
・市営駐車場等の土木関係で2,209億6,213万円、小中学校・公民館
等の教育関係で779億6,209万円、水道管等の水道で340億9,162万円
の資産を持っていることになります。一方、これらの資産を形成
するための資金の内訳として、借入金等である負債で2,636億2,345
万円、国・県支出金、一般財源等の正味資産で2,435億5,559万円と
なっています。 
　また、「普通会計（注）」ベースで見ると、資産総額3,042億
6,011万円に対し、負債が1,304億1,558万円、正味資産が1,738億
4,453万円となっています。 

支払い済みの割合が肝心 
　バランスシート上では、資産の大きさだけでなく、負債と正味
資産の割合を見ていくことが重要です。総資産に占める正味資産
の割合を正味資産比率といい、財政の健全性を示す1つの指標にな
ります。平成14年度末現在は連結ベースで48.0％、普通会計ベー
スで57.1％となっています。この数値は高ければ高いほど将来返
済すべき債務（負債）が少ないことになりますので、今後は資産
総額の増減と合わせて、正味資産比率の推移に注意しながら財政
運営を行っていきます。 

※注普通会計＝地方公共団体ごとに異なる会計範囲を調整し、全国
統一の基準で統計を行う際に用いられるもので、公営事業会計以外
のすべての会計をいう。柏市の場合、一般会計と南柏会計の一部、
用地会計、北柏会計が対象になる 

■正味資産比率の推移 

上記の表を円グラフ
で表すと… 

連結ベー
ス 

57.1

47.6

56.4

47.4 48.0

57.1

（％） 

普通会計
ベース 

平成 
12年度 

平成 
13年度 

平成 
14年度 

1 固定負債（施設建設に充てた地方 
　債や職員が全員退職した場合に要す 
　る退職給与引当金など）         
　�地方債     　　　　     
　�債務負担行為           
　�引当金         
　　（うち退職給与引当金 
　　（うちその他引当金 
2 流動負債（翌年度に返済する地方 
　債など） 
3 他団体持分（一部事務組合の資産 
　で柏市持ち分以外のもの） 

貸方（資産のもととなった資金） 借方（市が保有している資産） 

資産合計 

負債・ 
正味資産 
5,071.8 
億円 

負債負債 
2,636.22,636.2億円億円
（52.0％）％） 

負債 
2,636.2億円
（52.0％） 

正味資産正味資産 
2,435.62,435.6億円億円
（48.0％）％） 

正味資産 
2,435.6億円
（48.0％） 

資産 
5,071.8
億円 

有形固定資産有形固定資産 
4,535.4億円億円 
（89.4％）％） 

有形固定資産 
4,535.4億円 
（89.4％） 

投資等 
238.9億円 
（4.7％） 

流動資産 
296.8億円 
（5.9％） 

繰延勘定 
0.7億円 
（0.0％） 

 ［資産の部］ 

［正味資産の部…支払いが済んでいる額］ 
　1 国庫支出金         
　2 県支出金         
　3 一般財源等  
 

［負債の部…今後支払うべき額］ 

3,042億6,011万円 

1,304億1,558万円 

279億2,401万円 
27億7,735万円 

1,431億4,317万円 

3,042億6,011万円 

 

負債合計 
 

2,629億2,341万円 801,527円 

927,543円 

423,067円 

83,818円 

48,341円 
489円 

34,988円 

42,198円 
24,538円 
17,660円 

365,453円 
295,683円 
7,457円 
62,313円 
32,121円 
397,574円 

85,127円 
8,467円 
436,375円 
529,969円 
927,543円 

1,387億7,767万円） （うち土地 

負 債・正味資産合計 資産合計 

1,738億4,453万円 正味資産合計 

274億9,455万円 
 

158億5,713万円 
1億6,049万円 
114億7,693万円 

 
138億4,215万円 
80億4,925万円 
57億9,290万円 

1,198億7,904万円 
969億9,245万円 
24億4,601万円 
204億4,058万円 
105億3,654万円 

1 固定負債（施設建設に充てた地方債や職員が全員退職
した場合に要する退職給与引当金など） 
　�地方債    　　　　     
　�債務負担行為           
　�退職給与引当金 
2 流動負債（翌年度に返済する地方債など） 

1有形固定資産（道
路・河川等の社会基盤
や土地・建物） 
 
2 投資等（外郭団体等
への投資、出資金等）  
�投資及び出資 
　金 
�貸付金 
�基金 
3 流動資産（現金や
それに近い形の資産）  
�現金・預金 
�未収金 

市民1人 
当たり 

市民1人 
当たり 

 ■平成14年度普通会計バランスシート（平成15年3月31日現在） 

貸方（資産のもととなった資金） 借方（市が保有している資産） 

○バランスシート・有形固定資産 ○行政コスト計算書 

■目的別構成比の比較（普通会計ベース） 

民生費民生費 
28.7％ 

土木費土木費 
19.4％ 

教育費教育費 
29.6％ 

衛生費衛生費 
10.5％ 

民生費 
28.7％ 

土木費 
19.4％ 

土木費土木費 
46.0％ 
土木費 
46.0％ 

教育費教育費 
13.9％ 
教育費 
13.9％ 

衛生費衛生費 
13.5％ 
衛生費 
13.5％ 

総務費総務費 
9.5％ 
総務費 
9.5％ 

消防費消防費6.3％ 消防費6.3％ 

その他その他8.7％ その他8.7％ 

教育費 
29.6％ 

衛生費 
10.5％ 

民生費民生費6.0％ 民生費6.0％ 

総務費4.1％ 
消防費2.0％ その他1.8％ 

総額 
2,629億2,341万円
（市民1人当たり 
80万1,527円） 
100％ 

総額 
686億6,139万円 
（市民1人当たり 
20万9,316円） 
100％ 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
を
作
成

市
の
資
産
や
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
わ
か
る

平
成
14
年
度



ご
存
じ
で
す
か
？
還
付
申
告

「
医
療
費
控
除
」
な
ど
所
得

税
が
戻
っ
て
く
る
還
付
申
告
を

ご
存
じ
で
す
か
。
給
与
か
ら
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
、
年
末

調
整
で
精
算
が
終
わ
っ
て
い
る

か
た
は
通
常
は
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
還
付
申
告
を

す
る
と
所
得
税
の
一
部
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

還
付
申
告
で
き
る
か
た

昨

年
中
に
�
住
宅
ロ
ー
ン
で
自
宅

を
購
入
し
た
�
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
�
災
害
や
盗
難
に

遭
っ
た
�
国
や
社
会
福
祉
法
人

等
に
寄
付
を
し
た
�
勤
め
先
を

退
職
し
再
就
職
し
て
い
な
い
な

ど
の
か
た

還
付
申
告
は
１
月
か
ら

所
得
税
の
確
定
申
告
は
２
月

16
日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
月
）

に
受
け
付
け
ま
す
が
、
還
付
申

告
は
１
月
か
ら
柏
税
務
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
確
定
申
告

の
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
柏
税
務
署
は
申

告
会
場
設
置
の
た
め
、
駐
車
場

が
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
提
出
は
郵
送
で
も
で

き
ま
す
。
申
告
書
控
え
に
税
務

署
が
受
け
付
け
し
た
収
受
印
が

必
要
な
か
た
は
、
切
手
を
張
っ

た
返
信
用
封
筒
に
住
所
と
氏
名

を
書
い
て
同
封
し
、
〒
２
７
７

│
８
５
２
２
　
柏
税
務
署
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

方
法
は
い
ろ
い
ろ

申
告
は
、
申
告
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
税
務
署
へ
提
出
し

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
方
法
で

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
税
務
署
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

税
務
署
で
は
、
申
告
書
が
簡

単
に
作
成
で
き
る
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
（
申
告
書
作
成
支
援
シ
ス
テ

ム
）
を
設
置
し
、
確
定
申
告
の

作
成
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

○
確
定
申
告
書
作
成
指
導
会

還
付
申
告
を
す
る
か
た
な
ど

を
対
象
に
、
別
表
１
の
と
お
り

還
付
申
告
者
等
の
作
成
指
導
会

と
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
はhttp://www.

nta.go.jp

）
で
、
確
定
申
告
の

作
成
や
計
算
の
確
認
が
で
き
ま

す
。
申
告
書
は
、
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を

地
方
税
法
の
改
正
や
電
子
申

告
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
今

年
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告
書
の
様
式
を
変
更
し
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書

は
、
昨
年
申
告
し
た
か
た
や
申

告
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
か
た
へ
、
１
月
22
日
（
木
）

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
同
封

の
書
き
方
の
手
引
き
を
参
照

し
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
市
民
税
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）
へ
郵
送
す
る

か
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
か
た
は
市
民
税
･
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
別
表
２
の
と
お
り
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
出

張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

1

所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て

は
柏
税
務
署
�
７
１
４
６
│
２

３
２
１
、
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て
は
市
民
税
課
�

７
１
６
７
│
１
１
２
４
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古
く
か
ら
周
辺
に
住
む
人
々
の
生

活
を
支
え
、
潤
い
と
豊
か
な
恵
み
を

私
た
ち
に
与
え
て
き
た
手
賀
沼
。
こ

の
沼
の
ほ
か
に
「
南
部
手
賀
沼
」
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

国
道
16
号
大
井
交
差
点
か
ら
県
道

柏
・
印
西
線
を
東
に
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
所
に
、
対
岸
を
印
西
市
・
白

井
市
と
接
す
る
「
南
部
手
賀
沼
」
が

あ
り
ま
す
。
手
賀
沼
よ
り
も
ず
っ
と

小
さ
な
沼
で
す
が
、
周
辺
に
残
る
多

く
の
豊
か
な
自
然
は
、
日
本
の
原
風

景
を
思
わ
せ
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
「
布
瀬
」
と
言
い
、

昔
か
ら
の
風
情
が
残
る
地
区
で
す
。

主
な
産
業
は
農
業
。
特
に
雄
大
に
広

が
る
田
園
地
帯
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

産
地
で
す
。
こ
の
地
区
に
は
、
昔
か

ら
多
く
の
商
店
も
栄
え
、
手
焼
き
せ

ん
べ
い
や
う
な
ぎ
の
白
焼
き
の
店
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
イ
チ

ゴ
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
春
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
冬
は
こ
の
風
景
に
魅
せ
ら

れ
、
澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
、
朝
夕

の
太
陽
を
追
い
か
け
る
カ
メ
ラ
マ
ン

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
沼
で
厳

し
い
冬
を
過
ご
す
多
く
の
野
鳥
の
姿

も
ま
た
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
被
写
体
と

な
っ
て
ま
す
。
ま
さ
に
日
本
の
原
風

景
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
散
策
に
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

交
通

柏
駅
東
口
か
ら
東
武
バ
ス

「
布
瀬
」
行
き
で
「
新
堀
」
下
車
、

徒
歩
十
五
分

1

沼
南
町
企
画
課
�
７
１
９
１
│

１
１
１
１

�
日
本
の
原
風
景
〜
南
部
手
賀
沼

スタンプラリー大会 スタンプラリー大会 スタンプラリー大会 

と き  
 
コース 
 
対 象  
 
費 用  
申し込み 

問 青少年課内柏市青少年相談員連絡協議会事務局 
�7131─5896

青少年春のつどい 

3月7日�午前9時半～午後1時半※荒
天の場合は3月14日�に延期 
十余二小学校周辺と柏の葉公園内の
約3キロメートル 
市内在住の小・中学生と保護者、
100チーム（1チーム3～5人） 
1人につき100円 
1月16日�から市立小・中学校と青少年センターで配布する申
込書に必要事項を書いて、1月30日�までに各小・中学校か青
少年課（青少年センター内）へ直接※応募者多数の場合は抽
選。抽選の結果は全員にお知らせします 

と き  
ところ 
対 象  
内 容  
 
費 用  
交 通  
 
申し込み 
 
 
その他 

豊四季台児童センター �7144─5363問 

2月7日�～8日�〈1泊2日〉 
国立那須甲子少年自然の家（福島県） 
小学5年生～中学生、男女各先着20人 
雪中宝探し・動物の足跡探検・冬の星
座散歩・そり遊びなど 
5,000円（貸しウエア代は別途） 
往復貸し切りバス※柏駅と永楽台児童
センターで乗車 
1月16日�の女子は午後2時から、男子は午後3時から、以前に参加
したかたは1月20日�午前10時から、豊四季台児童センターへ電
話で 
1月25日�午前10時～正午に、永楽台児童センター（永楽台近隣
センター内）で事前交流会があります 

那須甲子の森・スノーアドベンチャー 

市
に
寄
せ
ら
れ
る
公
害
の
苦

情
の
う
ち
、
大
気
汚
染
に
か
か

わ
る
も
の
が
毎
年
最
も
高
い
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
（
別
表
３

参
照
）。
そ
の
多
く
は
家
庭
や

事
業
所
で
の
ご
み
の
焼
却
に
よ

る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
を
抑
制
し
、
皆
さ
ん
の

健
康
や
良
好
な
生
活
環
境
を
守

る
た
め
に
、
平
成
13
年
に
「
柏

市
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
抑
制

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
家
庭
の

落
ち
葉
た
き
や
農
作
業
を
営
む

上
で
必
要
な
稲
わ
ら
な
ど
の
焼

却
は
例
外
的
に
許
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
市
の
条
例
で
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
も
「
み
だ

り
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
そ
の
後
も
依
然

と
し
て
ご
み
の
焼
却
、
特
に
野

焼
き
（
注
）
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
少
し
の
量
で
も
、
悪
臭

や
灰
が
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
少
し
だ

か
ら
」「
葉
っ
ぱ
だ
け
だ
か
ら
」

と
思
わ
ず
、
ご
み
は
市
の
分
別

区
分
に
従
っ
て
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
業
者

の
か
た
は
、
廃
棄
物
に
か
か
わ

る
許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
す

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
野
焼
き
＝
ご
み
を
地

面
で
直
接
焼
い
た
り
、石
油
缶
、

ド
ラ
ム
缶
な
ど
基
準
外
の
焼
却

炉
を
使
っ
て
焼
く
こ
と
。
家
庭

用
の
焼
却
炉
で
も
構
造
基
準

（
温
度
計
・
助
燃
バ
ー
ナ
ー
・

二
重
扉
等
の
設
置
）
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３

│
４
４
２
２

※譲渡所得（土地や建物などを売った収入）や不動産所得（家賃
・地代収入等）、事業所得（営業・農業収入など）があるかた、
住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）を受けるかたは、直
接、柏税務署で申告してください 

※車での来場はご遠慮ください 

■表1　柏税務署の確定申告書作成指導会 

■表2　柏市の市民税・県民税申告書出張受け付け 

●医療費控除の申告をするかたは 

光ケ丘近隣
センター 

西原近隣 
センター 

南部近隣
センター 

松葉近隣センター 
増尾近隣センター 
増尾近隣センター 
光ケ丘近隣センター 
藤心近隣センター 
西原近隣センター 
南部近隣センター 
松葉近隣センター 

午
前
９
時
半
〜
11
時
半
・

午
後
１
時
〜
４
時 

午前9時半
～11時半
・午後1時
～3時半 2月 2日��

1月28日��
29日��
30日��

6日��
9日��
10日��
12日��
13日��

2月3日��
4日��
5日��

会　　場 日　程 受付時間 対　　象 

会　　場 日　程 受付時間 対　　象 

�給与所得者で医療費控除
　を受けるかた 
�中途退職等により年末調
　整が済んでいないかた 
�年金受給者で申告が必要
　なかた 

◎市民税・県民税を申告す
　るかた 
◎次の確定申告の申告をす
　るかた�
�給与所得者で医療費控
　除を受けるかた 
�中途退職等により年末調
　整が済んでいないかた 
�年金受給者で申告が必
　要なかた 

　本人や生計を一にする家族が次のような医療費を支払った
場合には、医療費控除を受けられる場合があります。 
�医師や歯科医師による診療費・治療費�治療や療養に必要な医薬
品の購入費�病院・助産所へ入院するための費用�マッサージ師・
はり師・柔道整復師などによる治療費�保健師・看護師などによる
療養上の世話を受ける費用�助産師の分べん介助料�介護保険で提
供された一定のサービスの対価のうち指定介護老人福祉施設でのサ
ービスに支払った額の2分の1相当額または一定の居宅サービスの自
己負担額�診療・治療などを受けるために必要な通院費・入院中の
部屋代や食事代・医療用器具の購入費用 
必要な書類等（平成15年中のもの） 
�給与所得の源泉徴収票�公的年金等の源泉徴収票�給与・年金以
外に所得がある場合、その源泉徴収票等�生命保険料と損害保険料
の控除証明書�医師などへ支払った医療費の領収書など（必ず領収
書の集計をしておいてください）�保険金等で医療費が補てんされ
ている場合（入院給付金や高額療養費等）はその金額がわかる書類
�国民年金・国民健康保険・介護保険料の支払い領収書かその金額
がわかるもの（平成15年中の支払い額を集計しておいてください）�
筆記用具（ボールペン）・電卓・印鑑・取引銀行の口座番号の分かる
もの※�～�はコピー不可 

大気汚染 133件 
3件 
40件 
10件 
26件 
12件 
224件 

件　数 

水質汚濁 
騒 音  
振 動  
悪 臭  
そ の 他  
合 計  

種　類 

■表3 平成14年度
　の公害苦情件数 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

還
付
申
告
の
受
け
付
け
を
開
始

「
野
焼
き
」
は
や
め
て

ご
み
の
焼
却
に
よ
る
苦
情
が
多
発



マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

１
月
19
日
（
月
）
午

前
10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
の
か
た
（
家
族

も
可
）

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
米
半
カ
ッ
プ
、
母

子
健
康
手
帳

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課

へ
電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座と
き

１
月
23
日
〜
２
月
27

日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
分

野
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
や
体

験
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

１
月
15
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

転
倒
予
防
教
室

と
き

１
月
30
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

南
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
六
十
五

歳
以
上
の
か
た
、
先
着
二
十
人
　

内
容

転
ば
な
い
た
め
の
工

夫
と
体
操

費
用

無
料

用
意
す
る
物

運
動
し
や
す

い
服
装
、
上
履
き

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

か
ら
、
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
。
受
付
時
間
は
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
※
日
曜
日
を

除
く

1

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
７
６
│
６
１
５
１

不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い
〜
羽
仁
協
子
さ
ん

を
囲
ん
で
〜

と
き

１
月
23
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
）対

象

不
登
校
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
、
先
着
二
十
人
（
子

ど
も
連
れ
可
）

内
容

一
つ
の
事
例
を
通
し

て
、
不
登
校
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
後
２
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

市
民
講
座
「
水
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
き

２
月
５
日
〜
３
月
４

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

永
楽
台
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

「
生
命
を
伝
え
は
ぐ

く
む
水
」「
深
刻
化
す
る
水
不

足
と
水
汚
染
」
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
永
楽
台
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
１
２
０
１

初
心
者
の
「
男
の
料
理

教
室
」

と
き

１
月
24
日
・
２
月
７

日
・
21
日
の
各
土
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

新
富
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
初
め
て
料
理
を
す
る
成
人

男
性
、
先
着
十
五
人

内
容

手
軽
で
簡
単
に
で
き

る
和
風
料
理
を
作
り
ま
す

費
用

二
千
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

１
月
15
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て
直
接

1

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
５
│
１
９
４
５

ビ
デ
オ
作
成
講
座

と
き

２
月
14
日
（
土
）
・

15
日
（
日
）
・
21
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時（
計
三
回
）

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
の
葉
四
丁
目
）

対
象

県
内
在
住
の
か
た
、

十
人内

容

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
の
撮

影
や
編
集
方
法
を
学
び
ま
す

費
用

七
千
円

用
意
す
る
物

家
庭
用
ビ
デ

オ
撮
影
機

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
ビ
デ
オ
作
成
講
座
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
０
８
８
２
柏
の
葉
四
丁
目

三
│
一
　
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
事
業
課
へ
、
１
月
24
日

（
土
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

1

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
�
７
１
４
０
│
８
６

１
５

広報 平成１６年（２００４年）１月１５日 第１２０９号 �

講
座
･
講
演
 

新春たこあげ大会 

と き  
 
 
 
 
ところ 
 
対 象  
費 用  
用意する物
申し込み 
その他 

問 田中近隣センター �7133─1000

1月25日�午前
10時から※雨天
の場合は、田中
近隣センターで
子どもの遊びなどをします 
水堰（せき）橋そば利根運河
堤防 
市内在住・在勤・在学のかた 
無料 
たこ 
当日、会場へ直接 
とん汁などのサービスがあり
ます 

と き  
 
ところ 
対 象  
 
内 容  
 
 
費 用  
申し込み 

1月22日�・2月27日�午
前10時～正午※雨天中止 
市立かしわ幼稚園 
市内在住で、未就学児と
保護者 
園庭を開放し、園児と交
流します※子育て相談も
あり 
無料 
当日、会場へ直接 

問 市立かしわ幼稚園 �7143─1523

市立かしわ幼稚園園庭開放 

と き  
ところ 
対 象  
種 目  
 
競技方法 
 
費 用  
申し込み 

1月25日�午前9時半～午後4時 
中央公民館 
市内在住・在勤・在学のかた、先着80人 
�小・中学生の部�親ぼくの部�（高校生以上）�親ぼくの部
�（65歳以上）�競技一般の部�競技上級の部 
�～�は初心者向きのばら取り（午前）、�・�は対戦トーナ
メント（午前＝1・2回戦、午後＝3・4回戦） 
小・中学生300円、高校生以上500円 
はがきに「市民かるた大会希望」と明記し、参加種目・住所・
氏名・年齢（小・中学生の部は学校名・学年も）・電話番号を
書いて、〒277─8505　柏市役所文化課内柏ユネスコ協会事務
局へ、1月20日�までに郵送で（必着） 
問 文化課内柏ユネスコ協会事務局 �7167─1494

�成人のイン
タ ー ネ ッ
ト・メール
教室 

2月21日�・28
日�午後1時半
～4時半（計2
回） 

市内在住・在勤
で、初心者のか
た、25人 

パソコンやインター
ネット・メールの基
礎を学びます 

�写真入りカ
レンダー作
成講座 

2月23日�午後
1時半～4時半 

往復はがきに希
望する講座名を
明記し、住所・
氏名・年齢・電
話番号と返信面
のあて先を書い
て 、 〒 2 7 7 ―
0005柏5丁目8―
12 柏市中央公
民館へ、�～�
は1月27日�ま
で、�は1月30
日�まで、�・
�は1月31日�
までに郵送で（必
着）※応募は1
人1通。応募者
多数の場合は抽
選。以前受講さ
れたかたは不可 

�楽しいメー
ル作り講座 

2月9日�午後1
時半～4時半 

市内在住・在勤
で、文書作成がで
きるかた、25人 

市内在住・在勤
で、文字入力がで
きるかた、25人 

市内在住・在勤で、
初めてパソコンに
触れるかた、25人 

市内在住・在勤
で、文字入力がで
きるかた、25人 

市内在住・在勤
で、文字入力がで
きるかた、25人 

写真等を添付したメ
ールやＨＴＭＬメー
ルなどを学びます 

�エクセルを
使ってみよ
う講座 

2月7日�・3月6日
�午後5時半～8
時半（計2回） 

エクセルの基本を学
び、簡単な表を作り
ます 

�ワード初心
者コース 

2月15日�・22日
�午前9時半～午
後0時半（計2回） 

案内状を作成しなが
らワードの基本を学
びます 

写真入りのオリジナ
ルカレンダーを作り
ます 

�はじめての
人のパソコ
ン教室 

2月14日�午前
9時半～午後0
時半 

電源の入れ方や文字
入力の仕方など基本
操作を学びます 

 

講  座  名 と　き 対　象 内　容 申し込み 
■中央公民館のパソコン講座 

※会場は中央公民館。費用は無料。ＤОＳ
―Ｖの初期化したフロッピー1枚の持参を 

中央公民館 �7164─1811問 

�楽しいえほ
んの世界 

2月4日�午後2
時～3時 

2月13日～27日
の毎週金曜日午
前10時～11時
45分（計3回） 

市内在住のか
た、先着20人 

春の絵本の読
み聞かせと紙
芝居 

�・�は当日、会場へ
直接。�・�は往復は
がきに希望講座名を明
記し、住所・氏名・年
齢・電話番号と返信面
のあて先を書いて、〒
277─0051加賀3丁目16
─8　ほのぼのプラザま
すおへ、�は1月31日
�までに、�は1月25
日�までに郵送で（必
着）。応募は1人1通。
応募者多数の場合は抽
選 

�うめぼしの
うた元気体
操を楽しも
う 

市内在住で、
60歳以上の男
性のかた 

市内在住で、
60歳以上のか
た、先着20人 

市内在住で、
60歳以上のか
た、20人 

市内在住で、
60歳以上のか
た、15人 

明治の小学唱
歌に振り付け
た体操をしま
す 

今の自分を語
り合い、地域
での仲間作り
をします 

1月16日�午前9時か
ら、ほのぼのプラザ
ますおへ電話で 

 

催　し と　き 対　象 内　容 申し込み 
■ほのぼのプラザの催し 

※会場はほのぼのプラザますお。費用は無料。�・�
　・�は運動ができる服装と上履き・タオルの持参を 

問 

�始まる男の
井戸端会議 

毎月第3木曜日
の午前9時半～
正午（1月は22
日） 
毎月第2・第4水
曜日の午後2時
～3時（1月は28
日）�

2月12日・26日、3
月11日・25日の
木曜日午前10時
～正午（計4回） 

健康リズム体
操と日常生活
の中でのスタ
イルチェック 

�いつまでも
美しく～ス
タイルチェ
ック体操 

家庭でできる
簡単体操、レ
クリエーショ
ンゲームなど 

�ほのぼのふ
れあい講座 

ほのぼのプラザますお �7170─5570



味
噌
（
み
そ
）
づ
く
り

講
座

と
き

２
月
７
日
（
土
）
午

前
９
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で

成
人
の
か
た
、
先
着
二
十
人

内
容

手
作
り
み
そ
を
作
り

ま
す費

用

千
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て
直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
３
│
１
０
０
０

藤
心
ウ
イ
メ
ン
ズ
サ
ロ

ン
〜
暮
ら
し
に
ゆ
と
り

と
彩
り
を
〜

と
き

２
月
３
日
〜
３
月
２

日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
45
分
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

藤
心
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で

女
性
の
か
た
、
先
着
二
十
人

内
容

暮
ら
し
に
色
を
生
か

す
こ
と
や
収
納
の
工
夫
な
ど
を

学
び
ま
す

費
用

三
千
円
程
度
（
材
料

費
）

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
藤
心
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
６
│
３
７
０
０

植
木
せ
ん
定
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ

２
月
24
日

（
火
）
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
25
日
（
水
）
〜
27
日

（
金
）
＝
市
立
柏
病
院
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
計
四
回
）
※
雨
天
順
延

対
象

市
内
在
住
で
、
六
十

〜
六
十
五
歳
の
か
た
、
三
十
人

内
容

せ
ん
定
の
基
礎
的
な

技
術
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

せ
ん
定
ば
さ

み
、
作
業
服
な
ど

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
植
木
せ
ん
定
講
習
会
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
０
０
０
５
柏
二
五
五
│
三

三
　
柏
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
、
１
月
26
日
（
月
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

柏
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７
１
６
６
│
６
６
８
１

パ
ソ
コ
ン
で
支
え
あ
い

講
座

と
き
・
と
こ
ろ

【
講
義
】

２
月
４
日
・
18
日
・
25
日
の
各

水
曜
日
＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
実
習
】
２
月
10
日
（
火
）
・

12
日
（
木
）
・
13
日
（
金
）
＝

中
央
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
４
時（
計
六
回
）

対
象

市
内
在
住
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た
、

二
十
五
人
�
パ
ソ
コ
ン
技
術
や

知
識
を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
�
Ｉ
Ｔ
講
習
会
修
了
程
度
の

知
識
を
持
っ
て
い
る
�
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
る

内
容

【
講
義
】
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の

基
礎
知
識
の
学
習
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講

座
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
術

講
座
【
実
習
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
活
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

技
術
の
習
得

費
用

七
百
円（
教
材
費
等
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
で
支
え
あ
い
講
座

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
す

で
に
行
っ
て
い
る
こ
と
・
今
後

行
っ
て
み
た
い
こ
と
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
８
５
１
２
　
柏
市
健
康
推

進
課
内
３
あ
い
サ
ポ
ー
ト
柏
事

務
局
へ
、
１
月
22
日
（
木
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
選
考

1

健
康
推
進
課
内
３
あ
い
サ

ポ
ー
ト
柏
事
務
局
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

婦
人
之
友
創
刊
百
年
記

念
講
演
会

と
き

１
月
31
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

定
員

千
人

内
容

船
橋
市
児
童
養
護
施

設
園
長
・
新
田
目
建
氏
の
講
演

費
用

七
百
円
（
中
学
生
・

高
校
生
は
四
百
円
）
※
前
売
り

あ
り◎

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

全
国
友
の
会
松
戸
支
部
�

７
１
７
３
│
７
６
２
６

広報 � 第１２０９号 平成１６年（２００４年）１月１５日

と　き  
ところ  
内 容  
入場料 
チケット 
の販 売  

2月11日�午後2時から 
欅のホール 
木管・打楽器によるアンサンブルコンサート 
全自1,500円（前売り1,200円）※未就学児の入場はご遠慮ください 
野田市文化会館、欅のホール3階総合カウンター、ジャスコノア店1
階サービスカウンター、つくしんぼ市役所店、つくしんぼ欅店など 

問 野田市文化会館 �7124─1555

　このコーナーでは、
松戸市・我孫子市・野田
市・流山市・鎌ケ谷市・
沼南町の近隣5市1町
の情報をお知らせしま
す。 

1月25日�午前10時半・午後1時半（2回上映） 
我孫子市民会館 
学童保育を舞台にした、親子や指導員の泣き笑いの
ドラマ 
1,200円（高校生以下は800円） 
保育あり（小学生以下） 

問 

と　き  
ところ  
内 容  
 
入場料  
その他  

●野田市　 野田市・関宿町合併記念事業 
　　　　　 ｢Re：Birth：─誕生×再生─｣ 

●我孫子市　 「ランドセルゆれて」上映会 

 

我孫子市子育て支援課 �7185─1111

22日�午前10時～正午 
先着10人。無料 

4日�午前9時半～午後4時 
先着10人。200円 

11日�・18日�午前10時～午
後4時（計2回） 
先着10人。200円 

20日�午前10時～午後3時 
先着20人。100円 

6日�・13日�午前10時～午
後3時。各日先着10人。300円 

22日�午後1時～4時 
先着15人。無料 

12日�午前10時～午後3時 
先着15人。200円 
14日�午後2時～4時 
先着10人。無料 

古布でわらじ作り 

17日�午前10時～正午 
先着10人。無料 自転車の修理 

古布で裂き織り 

古着で入園・入
学の袋物作り 

古着で犬の洋服作
り 

おもちゃや家庭
用品の修理 

26日�午前10時～午後3時 
先着10人。150円 

古布で三つ編み
クッション作り 

25日�午前10時～午後1時 
先着10人。200円 

和布でミニバッ
グ作り 

ネクタイでポーチ
作り 

和服からベスト作
り 

包丁研ぎ 

問 柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
申し込みは1月16日�午前9時半から、同館へ電話で 

残り毛糸でクッシ
ョン作り 

7日�午前10時～午後3時・28
日�午後1時～4時（計2回） 
先着10人。無料 

催　し と　き ところ 対　　象 内　　　容 申し込み 費用 

�わくわく
広場 

1月28日�午前10
時半～11時半 

鬼のお面作りや豆ま
きをします 

�節分会 2月3日�午前10
時半～11時半 

人形劇「てぶくろ」
など 

幼児と保護者、
先着30組 

幼児と保護者、
先着50組 

幼児と保護者、
先着50組 

歌や手遊びなどをし
て交流します 無料 

無料 

1月26日�午前10
時半～11時半 

1月28日�午前10
時半～11時半 

�おはなし
会 

1月31日�午後2
時半～3時半 

■児童センターの催し 

�～�は光ケ丘児童センター �7170─7600・�～�は永楽台児童センター �7163─4050・�～	は
豊四季台児童センター �7144─5363・
は南部近隣センター遊戯室 �7173─1333（午後1時～5時） 

※車での来場はご遠慮を 

�オリオン大
星雲をみて
みよう 

1月25日�午後6時
～7時半 

小学生以上、先
着30人 

�おはなし
会 

2月6日�午前10
時半～11時半 

天体望遠鏡でオリオ
ン大星雲・月・金星・
土星を見ます 

無料 �こども手
話クラブ 

1月24日～3月13
日の毎�午前10
時～11時（計8回） 

小学生以上、先
着20人 手話を学びます 

無料 

豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー 

光
ケ
丘
児
童
セ
ン
タ
ー 

無料 

�プレゼン
トチョコ
を作ろう 

2月7日�・8日�
午後1時半～3時
半 

チョコレートとプレ
ゼント用のパッケー
ジを作ります 

小学生以上、各
日先着15人 

人形劇「てぶくろ」
など 

�おはなし
会 

1月27日�午後3
時半～4時20分 無料 

幼児～小学生（幼
児 は 保 護 者 同
伴）、先着100人 

幼児～小学生（幼
児 は 保 護 者 同
伴）、先着40人 

無料 

当日、会場へ直接 

当日、会場へ直接 

当日、会場へ直接 

�わくわく
広場 

2月5日�午前10
時半～11時半 

幼児と保護者、
先着60組 

ミュージカル「ケンケ
ンの冒険」を見ます 無料 

無料 

当日、会場へ直接 

当日、会場へ直接 

「十二支の話」「長い
名の子ども」の話や正
月遊び、福笑いなど 

幼児と保護者、
先着30組 

幼児と保護者、
先着30組 

布
施
近
隣

セ
ン
タ
ー 

豊
四
季
台
近

隣
セ
ン
タ
ー 

南
部
近
隣

セ
ン
タ
ー 

300円 

幼児と保護者、
先着25組 

�幼児のつど
い～お面を
作ろう 

	幼児のつど
い～お面を
作ろう 


幼児のつど
い～お面を
作ろう 

1月23日�午前10
時半～11時半 

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー 

（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
） 

鬼のお面作りをした
りパネルシアターを
見たりします 

鬼のお面作りをした
りパネルシアターを
見たりします 

鬼のお面作りをした
りパネルシアターを
見たりします 

無料 

無料 

1月16日�午後2時か
ら、光ケ丘児童セン
ターへ電話か直接 

1月20日�午後2時か
ら、光ケ丘児童セン
ターへ電話か直接 

1月16日�午後3時か
ら、永楽台児童セン
ターへ電話か直接 

1月16日�午後2時半
から、永楽台児童セ
ンターへ電話か直接 

1月16日�午前10時か
ら、豊四季台児童セ
ンターへ電話か直接 

1月20日�午後2時か
ら、豊四季台児童セ
ンターへ電話で 

1月20日�から、南部
近隣センター遊戯室
へ電話か直接。受付
時間は午後1時～5時 

問 

永
楽
台
児
童
セ
ン
ま
つ

り
の
出
演
者
を
募
集

３
月
20
日
（
土
）
に
行
う
永

楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

�
こ
ど
も
ミ
ニ
劇
団
員

練
習
日

１
月
24
日
〜
３
月

13
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午
（
計
八
回
）

と
こ
ろ

光
ケ
丘
児
童
セ
ン

タ
ー対

象

小
・
中
学
生
、
先
着

十
五
人

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

午
後
３
時
か
ら
、
光
ケ
丘
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

�
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

対
象

小
学
三
年
生
〜
十
八

歳
の
個
人
か
グ
ル
ー
プ
、
先
着

五
〜
六
組

内
容

歌
・
ダ
ン
ス
・
手
品

な
ど
を
披
露
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

１
月
20
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

�
は
光
ケ
丘
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
７
０
│
７
６
０
０
・

�
は
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
４
０
５
０

こ
ど
も
の
広
場

と き  

 

ところ 

対 象  

 

内 容  

 

費 用  

申し込み 

2月5日～3月11日の毎週木曜日 
午後1時～3時（計6回） 
新田原近隣センター 
市内在住で成人のかた、 
先着30人 
カメラの基礎知識、風景・人物などの
撮り方を初歩から学びます 
無料 
1月16日�午前9時半から、新田原近
隣センターへ電話か直接 

問 新田原近隣センター �7167─1276



乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

申
請
の
出
張
受
け
付
け

と
き
・
と
こ
ろ

別
表
１
の

と
お
り

対
象

四
歳
児
未
満
（
五
日

以
上
の
入
院
の
場
合
は
小
学
校

就
学
前
ま
で
）
※
所
得
制
限
あ

り
対
象
と
な
る
経
費

保
険
診

療
分
の
医
療
費
と
薬
剤
費
（
健

康
保
険
組
合
等
か
ら
の
付
加
給

付
分
を
除
く
）

用
意
す
る
物

�
平
成
15
年

３
月
診
療
分
ま
で
の
月
別
・
診

療
機
関
ご
と
に
そ
ろ
え
た
領
収

書
か
レ
シ
ー
ト
（
発
行
日
の
翌

日
か
ら
二
年
以
内
で
子
ど
も
の

名
前
と
保
険
点
数
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）
�
健
康
保
険
証

�
印
鑑
�
同
居
家
族
全
員
の
最

新
の
源
泉
徴
収
票
（
確
定
申
告

を
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
控

え
）
�
保
護
者
名
義
の
預
金
通

帳
（
郵
便
局
以
外
）

そ
の
他

受
給
券
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
平
成
15
年
４
月
以

降
の
分
も
受
け
付
け
ま
す
。
受

給
券
と
�
〜
�
・
�
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
15

年
４
月
以
降
新
た
に
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
を
受
け
よ
う
と
す

る
か
た
は
、
児
童
育
成
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
な

い
と
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
特
に
転
入
・
出
生
さ
れ
た

か
た
は
一
カ
月
以
内
に
申
請
が

必
要
で
す

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

│
１
５
９
５

口
腔
（
く
う
）
が
ん
検

診と
き

２
月
１
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
０
時
半

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

口
腔
内
に
不
安
や
最

近
食
べ
物
が
食
べ
に
く
い
な
ど

の
自
覚
症
状
が
あ
る
か
た
、
百

人
程
度

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
口
腔
が
ん
検
診
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０

０
４
柏
下
七
三
　
柏
歯
科
医
師

会
事
務
所
へ
、
１
月
26
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有

効
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３
・
柏
歯
科
医
師
会

�
７
１
６
３
│
５
２
６
０

新
成
人
に
記
念
誌
を
配

布１
月
12
日
に
行
わ
れ
た
「
新

成
人
の
つ
ど
い
」
に
出
席
で
き

な
か
っ
た
新
成
人
の
か
た
に
記

念
誌
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

対
象

昭
和
58
年
４
月
２
日

〜
昭
和
59
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
か
た

配
布
期
限

３
月
31
日（
水
）

配
布
場
所

社
会
教
育
課

（
中
央
公
民
館
内
）

用
意
す
る
物

昨
年
11
月
に

送
付
し
た「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

の
案
内
状
か
生
年
月
日
が
証
明

で
き
る
物

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
７

―
７
６
３
８

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

と
き

２
月
５
日
（
木
）
・

６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

消
防
本
部

対
象

消
防
法
に
定
め
ら
れ

た
、
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る

建
物
を
管
理
・
監
督
す
る
か

た
、
先
着
百
十
人

費
用

四
千
円（
教
材
費
等
）

申
し
込
み

１
月
16
日（
金
）

〜
25
日
（
日
）
に
消
防
本
部
と

各
消
防
署
・
分
署
で
配
布
し
て

い
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
×
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
一
枚
と
費
用
を
持
っ
て
、

１
月
26
日
（
月
）
午
前
８
時
半

か
ら
、
消
防
本
部
へ
直
接

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１

３
３
│
８
７
９
２

交
通
安
全
施
設
調
査
に

ご
協
力
を

市
で
は
、
１
月
〜
３
月
末
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
犯
灯
・
道

路
照
明
灯
・
商
店
会
街
路
灯
に

つ
い
て
設
置
位
置
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。「
交
通
施
設
調

査
員
」
と
書
か
れ
た
帽
子
と
腕

章
を
付
け
た
委
託
会
社
の
調
査

員
が
、
市
内
全
域
の
道
路
（
団

地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
通
路
も
含

む
）
を
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

交
通
施
設
課
�
７
１
６
７

│
１
３
０
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
会
員
を
募
集

仕
事
や
病
気
な
ど
の
た
め
子

育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
利
用

会
員
と
そ
の
援
助
を
す
る
提
供

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

利
用
会
員
＝
市
内
在

住
・
在
勤
で
、
生
後
六
カ
月
〜

九
歳
の
子
ど
も
が
い
る
か
た
、

提
供
会
員
＝
市
内
在
住
で
、
自

宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
か
た

年
会
費

千
二
百
円

援
助
時
間

午
前
６
時
〜
午

後
10
時

報
酬
の
基
準

別
表
２
の
と

お
り入

会
説
明
会
・
基
礎
研
修
会

別
表
３
の
と
お
り

1

か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�
７
１
６

２
│
０
３
３
０

承
徳
市
青
少
年
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

中
国
・
承
徳
市
か
ら
柏
市
を

訪
問
す
る
青
少
年
（
高
校
・
大

学
生
）
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

と
き

１
月
28
日
（
水
）
〜

２
月
２
日
（
月
）

応
募
条
件

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
家
庭
�
市
内
在

住
で
あ
る
�
受
け
入
れ
に
か
か

る
費
用
を
負
担
で
き
る
�
指
定

す
る
場
所
（
市
内
）
へ
の
送
迎

が
で
き
る
�
家
族
の
中
に
日
常

会
話
を
中
国
語
か
英
語
で
で
き

る
か
た
が
い
る
�
柏
市
国
際
交

流
協
会
に
入
会
で
き
る

申
し
込
み

１
月
19
日（
月
）

ま
で
に
、
国
際
交
流
室
内
柏
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
電
話

で1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
�
７
１
６
７

―
０
９
４
１

市
民
と
の
協
働
指
針
・

市
民
公
益
活
動
促
進
条

例
案
に
対
す
る
意
見
を

募
集
中

市
で
は
、
協
働
の
考
え
方
や

市
民
公
益
活
動
の
促
進
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
学
識
経
験
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
等
で
組
織
さ
れ
る
「
市
民

と
の
協
働
推
進
委
員
会
」
で
の

検
討
を
経
て
、「
市
民
と
の
協

働
に
関
す
る
指
針
案
」
と

「（
仮
称
）
市
民
公
益
活
動
促
進

条
例
の
項
目
案
」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
１
月
23
日

（
金
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
指
針
案
」「
項
目
案
」
は

企
画
調
整
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
三
階
）
や
市
民
活
動
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階
）
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
と
柏
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
か
し
わ
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
ア

ド
レ
ス
は
一
面
欄
外)

」
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
希
望
の
か
た
に
は
郵
送
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

1

企
画
調
整
課
�
７
１
６
７

―
１
１
１
７
・
市
民
活
動
推
進

課
�
７
１
６
７
―
１
１
２
６

県
立
高
校
再
編
計
画
第

２
期
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
へ
の
意
見
を
募
集

千
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、

「
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
第

２
期
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
意
見
（
様

式
は
自
由
）
に
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
〒
２
６
０
│
８
６
６

７
　
千
葉
県
教
育
庁
県
立
学
校

改
革
推
進
課
へ
、
２
月
29
日

（
日
）
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

か
Ｅ
メ
ー
ル
（kyo-saihen@

m
z.pref.chiba.jp

）
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
案
は
千
葉
県
教
育
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

www.edu.pref.chiba.jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1

千
葉
県
教
育
庁
県
立
学
校

改
革
推
進
課
�
０
４
３
│
２
２

３
│
４
０
１
９
・
�
０
４
３
│

２
２
１
│
８
１
２
４

県
立
高
校
再
編
計
画
第

２
期
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
の
説
明
会

と
き

２
月
６
日
（
金
）
午

後
６
時
半
〜
８
時
半

と
こ
ろ

さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
の
葉
四
丁
目
）

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

指
導
課
�
７
１
６
７
―
１

４
８
２

広報 

富
士
山
の
四
季
写
真
展

１
／

13
〜
18
の
10
時
〜
17
時
、
中
公
。

無
料
。
高
橋
�
７
１
６
６
│
３
５

３
３香

久
会
書
展

２
／
19
〜
22
の

９
時
〜
18
時
、
県
プ
ラ
。
無
料
。

久
保
田
�
７
１
３
１
│
０
４
６
１

こ
ん
の
ひ
と
み
出
前
ラ
イ
ブin

か
し
わ

２
／
８
の
14
時
、
県
プ

ラ
。
三
千
五
百
円
（
前
売
り
三
千

円
）。
光
城
�
７
１
３
１
│
７
１

３
６公

的
年
金
勉
強
会

１
／
31
の

15
時
〜
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無

料
。１
／
30
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

清
水
�
７
１
３
３
│
６
７
６
１

女
性
た
ち
の
物
語
│
井
原
西
鶴

「
好
色
五
人
女
」

１
／
28
の
13

時
半
〜
15
時
半
、
中
公
。
資
料
代

三
百
円
。
山
下
�
７
１
５
２
│
５

２
１
６

文
化
刺
し
ゅ
う
講
習
会

１
／

22
・
２
／
12
の
９
時
半
〜
12
時
、

県
プ
ラ
。
三
千
四
百
八
十
円
。
八

木
下
�
７
１
３
４
│
３
１
６
１

ス
ト
レ
ス
講
演
会

２
／
２
の

14
時
〜
15
時
半
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ

ー
デ
ン
柏
。
ス
ト
レ
ス
対
処
法
と

実
技
。
五
百
円
。
長
澤
�
７
１
６

３
│
９
５
８
８

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
む
お
は

な
し
の
世
界

１
／
31
の
13
時
半

〜
16
時
、
み
く
に
幼
稚
園
。
語
り

と
絵
本
＆
ト
ー
ク
。
五
百
円
。
石

垣
�
７
１
６
６
│
２
０
７
８

か
な
書
道
「
柏
葉
会
」

第
二

・
四
�
12
時
、
高
田
近
セ
。
ペ
ン

字
・
小
筆
手
紙
も
。2

千
円
、3

二
千
円
。
見
学
・
体
験
歓
迎
。
手

島
�
７
１
４
７
│
２
７
３
７

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
「
し
ば
ざ
く

ら
（
午
前
）
・
か
た
く
り
（
午
後
）」

第
一
�
10
時
と
13
時
、柏
郵
便
局
。

2

二
千
円
、3

千
円
。
天
野
�
７

１
６
９
│
０
３
４
３

社
交
ダ
ン
ス「
キ
キ
ョ
ウ
の
会
」

月
三
回
�
11
時
、
中
公
。
多
少
経

験
の
あ
る
か
た
。2

千
円
、3

三

千
円
。
中
川
�
７
１
５
５
│
１
８

４
２Ｅ

Ｌ
英
会
話
サ
ー
ク
ル

毎
�

12
時
、
根
戸
近
セ
。
二
歳
か
ら
の

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
も
有
り
。2

五
千

円
、3

五
千
円
。
講
師
は
英
国
人
。

水
谷
�
７
１
６
９
│
８
３
６
２

英
会
話

毎
�
19
時
、
酒
井
根

近
セ
。3

二
千
五
百
円
。
講
師
は

米
国
人
と
日
本
人
。
志
賀
�
７
１

７
５
│
３
５
４
５

柏
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
一
・
三
�
と
平
日
13
時
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
弦
楽
器
・
ピ
ア

ノ
が
弾
け
る
か
た
。3

五
百
円
。

坂
元
�
７
１
７
２
│
８
１
０
９

社
交
ダ
ン
ス
「
あ
し
た
ば
ダ
ン

ス
愛
好
会
」

毎
�
19
時
、
新
田

原
近
セ
。
初
心
者
か
ら
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
体
験
見
学
歓
迎
。

樋
口
�
７
１
６
４
│
３
４
１
２
　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
サ

ー
ク
ル

毎
�
15
時
、
市
民
体
育

館
。
女
性
（
中
高
年
向
き
）。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
楠
本
�

７
１
６
４
│
６
０
８
８

社
交
ダ
ン
ス
「
木
曜
会
」

毎

�
19
時
、
中
公
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
あ
り
。
染
谷
�
７
１
６
３
│

７
５
９
７

マ
ム
＆
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

月

二
回
�
９
時
45
分
、
中
公
。
就
園

前
児
と
親
（
保
育
あ
り
）。
手
芸

な
ど
。2

千
二
百
円
、3

六
百
円
。

千
葉
�
７
１
４
７
│
１
７
９
１

裏
千
家
茶
道
「
一
楽
会
」

第

一
・
三
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
五

百
円
。
佐
藤
�
７
１
３
３
│
３
３

４
７銭

太
鼓
・
ど
じ
ょ
う
す
く
い

「
縁
翔
会
」

第
一
〜
三
�
15
時
、

豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。2

三
千

円
、3

三
千
円
。
石
塚
�
７
１
４

３
│
３
７
９
７

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費
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会
員
募
集

催
し
・
講
習
会

平成１６年（２００４年）１月１５日 第１２０９号 �

■表3　入会説明会・基礎研修会の日程 

1月15日�午前10時～正午 
2月4日�午前10時～正午 

2月13日�午前9時半～午後4時 

入会説明会 

基礎研修会 

 

■表2　利用時間と報酬の基準 
報酬の基準 
 （1時間） 

月～金曜日午前7時～午後8時 
土・日曜日、祝日、年末年始と上記時間外 

700円 
800円 

ところ と　　き 種　別 

利　　用　　時　　間 

介護予防
センター
「いきい
き プ ラ
ザ」 

3月13日�午前10時～正午 

�入会説明会は提供・利用会員とも1回出席してください 
�基礎研修会は提供会員だけが出席してください 
�入会説明会（提供会員は基礎研修会）のときに、会
費と会員（保護者）の写真（縦3.0�×横2.4�）2枚
を持参してください 

�交通費・飲食代・おむつ代などは実費 
�報酬は、利用会員から提供会員へ直接支払っていただきます 
�ひとり親の場合は、半額（所得審査あり） 

お
知
ら
せ
 

保険課 �7167─1129問 

 1月15日��

2月から利用できる高齢受給者証を交付
します。診療を受けるときは、被保険
者証とともに提示してください 
発送予定日 

昭和9年1月2日～昭和9年2月1日生ま
れのかたへ 

と こ ろ  と　　　　き 

1月15日�、3月11日��

1月19日�、2月2日�、3月8日��

1月21日�、3月17日��

2月18日��

2月5日��

光ケ丘近隣センター 

田中近隣センター 

西原近隣センター 

南部近隣センター 

増尾近隣センター 

※時間はいずれも午前10時～午後4時 

■表1　乳幼児医療費助成の出張受け付け 



償
却
資
産
の
申
告
を

事
業
用
の
償
却
資
産
（
構
築

物
・
機
械
・
備
品
な
ど
）
に
は

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。平

成
16
年
１
月
１
日
現
在

で
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
お
持
ち
の
か
た
（
個
人
・

法
人
）
は
、
２
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
申
告
書
を
資
産
税
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1

資
産
税
課
�
７
１
６
７
│

１
１
２
５

柏
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
の

合
唱
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

団
員
を
募
集

平
成
17
年
１
月
23
日
（
日
）

に
市
民
文
化
会
館
で
行
う
柏
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
飯
守
泰
次

郎
指
揮
で
歌
う
「
第
九
」
の
合

唱
団
員
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員

（
弦
楽
器
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
経

験
者
）
を
募
集
し
ま
す
。
練
習

は
３
月
か
ら
で
す
。

費
用

大
人
一
万
円
※
高
校

生
以
下
は
五
千
円

申
し
込
み

柏
市
民
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
７

１
３
９
―
３
１
４
２
）
へ
電
話

で1

文
化
課
�
７
１
６
７
―
１

４
９
４

レ
イ
ソ
ル
後
援
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

対
象

二
〇
〇
四
年
度
レ
イ

ソ
ル
後
援
会
加
入
（
予
定
）
者

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
で
き
る
十
六
歳
以
上
の
か
た

活
動
内
容

柏
レ
イ
ソ
ル
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
の
試
合
運
営
（
案

内
誘
導
・
場
内
整
理
・
清
掃
・

ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
）
な
ど

申
し
込
み

２
月
21
日（
土
）

ま
で
に
、
レ
イ
ソ
ル
後
援
会
事

務
局
（
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
ビ
ル

三
階
・
水
曜
日
を
除
く
午
前
10

時
半
〜
午
後
４
時
半
）
へ
電
話

連
絡
の
上
、
説
明
会
に
出
席
を

▼
説
明
会

と
き

２
月
22
日
（
日
）
午

後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー

場
◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

レ
イ
ソ
ル
後
援
会
事
務
局

�
７
１
６
２
│
０
１
４
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご

利
用
を

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
入
学
金

・
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
な
ど
の
入

学
時
の
費
用
か
ら
、
授
業
料
・

ア
パ
ー
ト
の
家
賃
な
ど
在
学
中

の
費
用
ま
で
、
幅
広
く
使
え
る

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
金
額

一
人
当
た
り
二

百
万
円
以
内

返
済
期
間

十
年
以
内

金
利

年
一
・
六
五
％
（
固

定
金
利
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

国
民
生
活
金
融
公
庫
松
戸

支
店
柏
出
張
所
�
７
１
６
３
│

１
５
４
２

県
の
土
地
を
売
却

千
葉
県
で
は
別
表
の
土
地

（
い
ず
れ
も
工
業
専
用
地
域
、

建
ぺ
い
率
六
〇
％
、
容
積
率
二

〇
〇
％
）
を
入
札
で
売
却
し
ま

す
。
入
札
に
は
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
千
葉
県
管
財
課
か
東
葛

飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
（
松
戸

市
）
で
配
布
し
て
い
る
入
札
案

内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
日

１
月
26
日
（
月
）

1

千
葉
県
管
財
課
�
０
４
３

│
２
２
３
│
２
０
９
１

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー

情
報
紙
「
Ｗ
Ｉ
Ｃ
」
の

表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

応
募
資
格

県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
か
た

テ
ー
マ

職
場
で
い
き
い
き

と
働
く
女
性
や
育
児
や
介
護
に

頑
張
る
男
性
な
ど
、
性
別
に
よ

る
役
割
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
動
し

て
い
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ

サ
イ
ズ

ハ
ガ
キ
大
〜
Ａ
４

判
手
法

自
由
（
イ
ラ
ス
ト
、

デ
ザ
イ
ン
画
等
※
カ
ラ
ー
、
モ

ノ
ク
ロ
は
問
わ
な
い
）

◎
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を

1

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�

７
１
４
０
│
８
６
０
２

知
っ
て
得
す
る
マ
ネ
ー

＆
ラ
イ
フ
展

と
き

１
月
18
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

そ
ご
う
柏
店
八
階

連
絡
通
路

内
容

保
険
の
見
直
し
・
住

宅
ロ
ー
ン
・
年
金
・
相
続
な
ど

に
つ
い
て
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や

無
料
相
談
（
要
予
約
）

1

日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
千
葉
支
部

�
０
４
７
│
４
６
０
│
８
１
８

０
（
午
後
１
時
〜
５
時
）

雇
用
保
険
法
施
行
規
則

が
変
わ
り
ま
し
た

昨
年
11
月
か
ら
、
教
育
訓
練

給
付
金
の
支
給
方
法
や
教
育
訓

練
経
費
の
認
定
に
つ
い
て
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
失
業

給
付
基
本
手
当
の
受
給
資
格
と

な
る
離
職
理
由
や
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
の
支
給
申
請
手
続
き

が
１
月
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し

た
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

1

千
葉
労
働
局
職
業
安
定
課

�
０
４
３
│
２
０
２
│
５
１
２

２

広報 

自
彊
術
同
好
会

月
四
回
�
10

時
、
富
士
見
町
ふ
る
さ
と
会
館
。

3

二
千
五
百
円
。
黒
澤
�
７
１
４

３
│
９
４
７
８

舞
踊
「
峰
松
会
」

月
四
回
�

12
時
、
松
葉
近
セ
。3

二
千
円
。

武
田
�
７
１
３
２
│
９
３
５
３

書
道
・
ペ
ン
・
絵
手
紙
・
水
墨

画
な
ど

第
三
�
10
時
、県
プ
ラ
。

中
学
生
か
ら
。3

千
円
。
三
国
�

７
１
６
９
│
３
９
２
３

ペ
ン
習
字
「
五
葉
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
新
田
原
近
セ
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
小
林
�
７

１
６
３
│
９
５
３
４

柏
居
合
道

毎
�
18
時
、
柏
三

小
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料
。
大
塚

�
７
１
６
７
│
７
０
８
８

毛
筆
・
ペ
ン
「
恵
楓
会
」

毎

�
10
時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
氏
原
�
７
１
３
１
│

５
１
３
４

大
正
琴
「
つ
く
し
会
」

第
一

・
三
�
13
時
、
藤
心
近
セ
ほ
か
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
河
野
�
７

１
７
２
│
８
０
９
３

る
り
美
容
体
操

毎
�
11
時
15

分
、
高
田
近
セ
。2

五
百
円
、3

千
七
百
五
十
円
。
村
上
�
７
１
４

３
│
０
５
１
７

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
「
柏
カ
ー
リ

ー
Ｑ
’Ｓ
」

第
一
・
三
�
18
時
、

富
里
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。3

八

百
円
。
渡
辺
�
７
１
６
４
│
１
８

０
４書

道
「
秋
櫻
」

月
二
回
�
10

時
、
富
里
近
セ
。3

千
五
百
円
。

小
野
寺
�
７
１
７
５
│
５
７
１
３

酒
井
根
近
隣
セ
ン
タ
ー
卓
球
ク

ラ
ブ

毎
�
11
時
と
13
時
、
酒
井

根
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
吉
川
�
７
１
３
９

│
２
２
５
２

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
「
す
ず
ら

ん
の
会
」

第
二
�
か
第
三
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。3

三
千
五

百
円
。
市
川
�
７
１
４
７
│
２
８

８
６カ

ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

第
二
・

四
�
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
腹
式

呼
吸
・
発
声
・
譜
面
の
読
み
方
。

2

三
千
円
、3

二
千
円
。
渡
辺
�

７
１
６
３
│
４
８
３
１

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
�
10
時
、
藤
心
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
円
。

水
野
�
７
１
７
４
│
４
５
９
２

書
道

第
二
・
四
�
10
時
、
松

葉
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千

円
、3

四
千
円
。
吉
田
�
７
１
５

２
│
８
３
９
１

中
国
語
会
話
「
ニ
イ
ハ
オ
倶
楽

部
」

毎
�
・
�
10
時
半
、
中
公
。

2

千
円
、3

五
千
円
。
講
師
は
中

国
人
。
原
�
７
１
８
６
│
０
６
２

９
女
性
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

第

二
・
四
�
19
時
、
藤
心
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。
女
性
歌
謡
の
新
曲
。

3

三
千
円
。
川
口
�
７
１
７
２
│

１
２
１
９

社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

毎
�
17
時
、
中
公
。
多
少
踊
れ
る

男
性
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
円
。

講
師
は
プ
ロ
。
小
関
�
７
１
６
９

│
３
８
２
８

女
声
合
唱
団
「
り
ら
」

毎
�

15
時
、
南
部
近
セ
。3

三
千
円
。

松
本
�
７
１
７
５
│
５
５
８
７

中
国
語
さ
ら
な
る
一
歩

毎
�

18
時
45
分
、
中
公
。
会
話
中
心
。

3

五
千
円
。
講
師
は
大
学
教
師
。

松
本
�
７
１
３
４
│
２
３
６
６

歌
舞
伎
の
魅
力

第
四
�
14

時
、
寺
島
文
化
会
館
。
演
目
解
説

や
舞
台
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
。3

千

円
。
上
田
�
７
１
６
４
│
５
３
７

７
め
ぐ
み
ダ
ン
ス

毎
�
・
�
10

時
半
、
森
山
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
。
初
心
者
・
男
性
歓
迎
。2

千

円
、3

二
千
五
百
円
。
池
田
�
７

１
６
７
│
３
０
７
６（
17
時
以
降
）

油
絵
「
あ
か
と
ん
ぼ
」

月
三

〜
四
回
�
９
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

円
。
見
学
可
。
横
尾
�
７
１
６
３

│
１
８
５
２

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

月

四
回
�
19
時
、
柏
ビ
レ
ジ
近
セ
。

初
心
者
可
。2

二
千
円
、3

三
千

五
百
円
。
井
上
�
７
１
３
１
│
６

９
６
４

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
の
た
め

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を
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国民健康保険料第8期 
市・県民税第4期 

介護保険料第8期 

納期限は2月2日��
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を 
市・県民税は収納課 �7167－1122 
国民健康保険料は保険課 �7167－1129 
介護保険料は介護保険課 �7167－1134

問 

■売却県有地一覧 
所在地 面積（�） 参考価格（※） 

5,000.01 

1,652.89 

2,913.41 

十余二字下大塚
380─382

十余二字下大塚
380─383

十余二字下大塚
380─123

3億9,210万円 

1億1,990万円 

2億1,360万円 

※近隣の取引事例に基づく目安価格 

時
間
外
保
育
職
員
・
代

替
時
間
外
保
育
職
員

職
種
・
勤
務
場
所
・
人
数

�
時
間
外
保
育
職
員
＝
豊
四
季

・
田
中
・
松
葉
保
育
園
、
各
一

人
�
代
替
時
間
外
保
育
職
員
＝

豊
四
季
保
育
園
、
一
人
※
子
育

て
経
験
・
専
門
知
識
の
あ
る
か

た
を
優
先
　

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
９
時
半
・
午
後
３
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）
※
代
替
時
間
外
保

育
職
員
は
、
こ
の
時
間
帯
で
園

の
都
合
に
よ
る

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給
申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
１
月
22
日
（
木
）
ま

で
に
各
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他

時
間
外
保
育
職
員

・
代
替
時
間
外
保
育
職
員
の
登

録
は
、
保
育
課
（
�
７
１
６
７

―
１
１
３
７
）
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す

1

豊
四
季
保
育
園
�
７
１
４

５
―
３
４
１
４
・
田
中
保
育
園

�
７
１
３
３
―
３
７
３
１
・
松

葉
保
育
園
�
７
１
３
２
―
３
２

０
０医

療
公
社
の
介
護
職
員

対
象

介
護
福
祉
士
の
資
格

（
見
込
み
）
を
持
ち
、
昭
和
49

年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た

か
た
、
若
干
名

勤
務
時
間

午
前
８
時
〜
午

後
５
時
※
早
勤
・
遅
勤
・
夜
勤

あ
り勤

務
場
所

市
立
介
護
老
人

保
健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」

採
用
予
定
日

４
月
１
日

申
し
込
み

写
真
二
枚
（
縦

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
ズ
で
、

一
カ
月
以
内
に
撮
っ
た
も
の
）

の
う
ち
一
枚
を
履
歴
書
に
張

り
、
資
格
証
明
書
の
写
し
（
取

得
見
込
み
の
か
た
は
卒
業
見
込

み
証
明
書
・
成
績
証
明
書
・
資

格
取
得
見
込
み
証
明
書
）
を
添

え
て
、
市
立
介
護
老
人
保
健
施

設
「
は
み
ん
ぐ
」
へ
、
１
月
30

日
（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
、
本
人
が
直
接
持

参
を
※
日
曜
日
を
除
く

試
験
日

第
一
次
試
験
（
小

論
文
）
＝
２
月
14
日
（
土
）、

第
二
次
試
験
（
面
接
）
＝
第
一

次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

1

市
立
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
み
ん
ぐ
」
�
７
１
３
４
―

０
６
６
０

花
と
太
陽
と
希
望
の
作

品
展

と
き

１
月
30
日
（
金
）
〜

２
月
２
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

午
後
８
時
※
２
日
は
午
後
２
時

半
ま
で

と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
�
島
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー

ル
八
階
）

内
容

柏
市
・
我
孫
子
市
・

沼
南
町
の
障
害
児
学
級
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
、
絵
画
・
工
芸

・
習
字
な
ど
の
展
示

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

柏
第
一
小
学
校
�
７
１
４

３
│
０
１
３
８

山
根
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

と
き

２
月
８
日
（
日
）
〜

３
月
28
日
（
日
）
の
毎
週
日
〜

水
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ

柏
わ
た
く
し
美
術

館
（
若
柴
）

内
容

山
根
康
壮
氏
に
よ
る

絵
画
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
百
二

十
点
の
展
示

入
館
料

五
百
円
※
十
八
歳

以
下
は
二
百
円

申
し
込
み

柏
わ
た
く
し
美

術
館
へ
電
話
で

1

柏
わ
た
く
し
美
術
館
�
７

１
３
４
―
８
２
９
３

囲
碁
の
集
い

と
き

２
月
11
日
（
水
）
大

会
の
部
＝
午
前
９
時
半
〜
午
後

３
時
、
指
導
碁
の
部
＝
午
後
１

時
〜
３
時
20
分
、
大
盤
解
説
＝

午
後
３
時
半
〜
５
時

と
こ
ろ

布
施
近
隣
セ
ン
タ

ー
内
容

囲
碁
大
会
、
プ
ロ
棋

士
小
林
千
寿
氏
ら
に
よ
る
指
導

碁
、
大
盤
解
説

費
用

大
会
の
部
＝
二
千
五

百
円
（
賞
品
・
昼
食
代
込
み
）、

指
導
碁
の
部
＝
五
千
円
（
昼
食

代
込
み
）

申
し
込
み

は
が
き
に
「
囲

碁
の
集
い
希
望
」
と
明
記
し
、

希
望
の
部
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
段
か
級
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布
施
一

一
九
六
│
五
　
布
施
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
、
２
月
１
日
（
日
）
ま

で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
（
必

着
）

1

布
施
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
３
２
│
３
１
０
０
・
�
７
１

３
２
│
３
１
０
７

聴
覚
障
害
者
支
援
事
業

「
朝
倉
ま
み
と
手
話
の
世

界
」

と
き

２
月
10
日
（
火
）
午

後
６
時
〜
８
時
半

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

四
百
人

内
容

歌
と
手
話
落
語

費
用

二
千
円

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
�
７
１
４
７
│
２
２
３
３

催
 
し
 

求
 
人
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「
出
場
す
る
か
ら
に
は
金
賞
を
狙

っ
て
い
た
」。
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
酒

井
根
中
は
最
も
評
価
の
高
い
金
賞
を

獲
得
し
た
。
吹
奏
楽
の
甲
子
園
と
言

わ
れ
る
東
京
の
普
門
館
は
、
市
民
文

化
会
館
の
三
倍
も
あ
る
広
さ
で
、
舞

台
か
ら
観
客
席
の
眺
め
も
い
い
。
そ

ん
な
大
舞
台
で
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
決

ま
っ
た
と
き
は
「
最
高
に
気
持
ち
が

よ
か
っ
た
」

自
身
は
六
歳
ご
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
た
。
小
・
中
学
校
時
代
は

全
校
集
会
で
校
歌
の
伴
奏
を
し
て
い

た
。
お
と
な
し
か
っ
た
自
分
に
自
信

を
持
て
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。

高
校
・
大
学
も
ピ
ア
ノ
を
専
攻
す

る
ほ
ど
相
当
な
腕
前
だ
が
、
演
奏
家

で
は
な
く
音
楽
の
先
生
を
目
指
し
た

の
に
は
訳
が
あ
る
。
中
学
三
年
生
の

と
き
に
伴
奏
で
出
場
し
た
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
の
県
大
会
で
優
勝
。
そ
こ
で

味
わ
っ
た
音
楽
の
楽
し
さ
や
喜
び
、

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
へ
の
あ

こ
が
れ
が
こ
の
道
を
選
ば
せ
た
。

吹
奏
楽
部
の
顧
問
に
な
っ
た
の
は

教
師
に
な
っ
て
二
年
目
。
音
楽
の
先

生
と
い
う
こ
と
で
指
名
さ
れ
た
。
だ

が
、
バ
ン
ド
を
指
導
す
る
の
は
初
め

て
で
、
ど
ん
な
曲
が
い
い
の
か
、
何

を
教
え
れ
ば
い
い
の
か
…
。
す
べ
て

が
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
。

十
年
前
に
酒
井
根
中
へ
赴
任
し

て
、生
徒
の
能
力
の
高
さ
に
驚
い
た
。

「
指
導
に
よ
っ
て
は
、
予
想
以
上
の

力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
。
生
徒
の
力

を
伸
ば
し
た
い
」
と
、
練
習
で
は
笑

顔
は
な
い
。
一
方
で
、
吹
奏
楽
を
離

れ
て
も
生
徒
の
悩
み
を
聞
く
な
ど
、

細
や
か
な
気
配
り
も
す
る
。「
生
徒

と
一
緒
に
い
る
と
自
身
も
成
長
で
き

る
」
と
謙
虚
だ
。

最
近
は
ラ
ー
メ
ン
に
凝
っ
て
い

る
。「
昨
日
も
同
僚
と
食
べ
に
行
き

ま
し
た
」。
毎
日
で
も
い
い
で
す
か

と
の
問
い
に
は
、「
最
近
は
お
な
か

が
気
に
な
り
ま
す
か
ら
…
」
と
照
れ

く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

３
月
28
日
に
市
民
文
化
会
館
で
ス

プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

受
験
を
終
え
た
三
年
生
も
加
わ
り
、

「
一
年
の
集
大
成
」
と
な
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
向
け
て
休
む
暇
は
な
い
。

富
里
一
丁
目
在
住
。
四
十
一
歳
。

両
親
と
三
人
家
族
。

全国コンクールで金賞の酒井根中吹奏楽部顧問
いぬ づか　　　 よし ひろ

No.386

生徒の力を伸ばしたい

�

街 の 街 の 

犬塚　禎浩さん

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

今
年
も
よ
い
年
に
！

除
夜
の
鐘
と
初
も
う
で

きねでつくのは大変
親子もちつき大会

晴
れ
渡
っ
た
冬
空
の
も
と
、
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
で
12
月
20

日
、
九
家
族
が
参
加
し
て
親
子
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
の
人
が
多
い
中
、
も
ち
米
を
は
じ
き
飛
ば
す
ぐ

ら
い
力
強
く
つ
い
た
人
も
。
子
ど
も
た
ち
は
「
大
変
だ
っ
た
け
ど

面
白
か
っ
た
」
と
大
根
お
ろ
し
や
あ
ん
こ
、
き
な
こ
で
ま
ぶ
し
た

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

1年の締めくくりに──。昨年の大みそ
かの夜、布施弁天として親しまれている紅
竜山東海寺には、除夜の鐘をつこうとたく
さんのかたが集まりました。明けて元旦は、
市内の各神社は多くの初もうで客でにぎわ
い、おみくじの結果に喜んだり、甘酒を飲
んで温まったり…。訪れた人たちは今年の
福を得ようと破魔矢やお守りを求めていま
した。

柏市公設総合地方卸売市場で1月5日、青果
の初競りが行われました。県内で生産された
新鮮なキャベツ、茨城や高知、熊本など全国
から届いたニンジンやナス、トマトなどの野
菜が競りに並べられ、参加者は「いいもの作
ってるねー」と品物を見定めていました。今
年もここへ届けられた野菜や果物で私たちの
食卓はにぎわうことでしょう。

公
設
市
場
で
初
競
り

威
勢
の
い
い
掛
け
声
で
ス
タ
ー
ト 昨年12月に行われた全国中学校駅伝大会で6

位入賞を果たした逆井中学校の女子駅伝部員
や白川監督など11人が、1月7日、本多市長を訪
問しました。監督から「全国のレベルが高く
厳しい戦いでしたが、入賞することができま
した」との報告に、市長は「すばらしい成績
おめでとう。駅伝はチームワークのスポーツ。
力を合わせたことで、いい結果が出たと思い
ます」と生徒たちを褒めたたえました。

逆井中が市長に入賞報告

全国駅伝でも大活躍

芹沢が愛着を持っていた李朝の工芸品を画
面いっぱいに配して不思議な空間を作ってい
ます。李朝民画の影響を感じさせます。

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日）

市立砂川美術工芸館柏市柏260 �7164-6413

芹沢CC介の屏風
1月18日�まで開催中

座
辺
の
李
朝
二
曲
屏
風

スプリング・コンサートに向けてタク
トを振る手にも力が入る（コンサート
の問い合わせは酒井根中�7174─8520
へ）


